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平成２９年第２回南幌町議会定例会会議録       ６月１５日 

（午前９時３０分） 

議  長 おはようございます。 

本日をもって招集されました平成２９年第２回南幌町議会定例会を

開会いたします。 

本日の出席議員数は１１名でございます。直ちに本日の会議を開き

ます。 

本定例会の議事日程は、あらかじめ御手元に配布したとおりでござ

います。 

●日程１ 会議録署名議員の指名を行います。 

指名につきましては、会議規則第１２５条の規定により議長におい

て指名をいたします。 

３番 原田 弘克議員、４番 志賀浦 学議員。以上、御両名を指

名いたします。 

●日程２ 会期の決定をいたします。 

先に議会運営委員会委員長から本定例会の運営について報告の申し

出がありましたので、これを許します。１０番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 平成２９年第２回議会定例会の運営について、去る６月８日に議長

出席のもとに議会運営委員会を開催しました。議会事務局より本定例

会の提案議案などの概要について説明を受けるとともに、日程及び運

営について協議いたしました。本定例会に付議される案件は、議会提

案として議員派遣承認２件、各委員会所管事務調査１件、町からは平

成２９年度一般会計補正予算１件、条例改正５件、一般議案３件、人

事案件２件、報告案件１件であります。以上、提案案件全般について

審議いたしました結果、本定例会の会期は本日６月１５日から６月１

６日までの２日間とすることで意見の一致を見ております。最後に、

議会運営に特段の御協力をいただきますようお願い申し上げ、議会運

営委員会委員長報告といたします。 

議  長 お諮りいたします。ただいまの議会運営委員会委員長報告のとおり、

本定例会の会期は６月１５日から６月１６日までの２日間といたした

いと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本定例会は６月１５日から６月１６

日までの２日間と決定をいたしました。 

●日程３ 諸般報告をいたします。 

・１番目 会務報告は、御手元に配布したとおりでございます。 

これをもちまして報告済みといたします。 

・２番目 例月出納検査結果報告は、監査委員より平成２９年４月

分の例月出納検査結果の報告がありました。その内容については、御

手元に配布したとおりでございます。 

これをもちまして報告済みといたします。 

・３番目 南幌町議会報告懇談会実施報告をいたします。 

本件につきましては、平成２８年第１回議会定例会において、議員

全員の派遣を議決して実施したものであります。これより、まち活性
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化特別委員会委員長より報告いたさせます。１番 本間 秀正議員。 

本間議員 それでは本年２月に行われました議会報告懇談会の結果を報告申し

上げます。南幌町議会報告懇談会実施報告。平成２８年第１回南幌町

議会定例会において、議員全員の派遣を決定した議会報告懇談会を実

施したので、その概要を次のとおり報告します。１実施日程、平成２

９年２月２５日から２月２６日までの２日間であります。２実施内容、

日ごろの議会活動を報告し、町民との懇談の機会を設け、今後の議会

活動に反映していくことを目的に、２会場に出向き、２日間開催した。

主にこの１年間において活動した各委員会で活動報告を資料にまとめ

説明するとともに、今後の町の発展について町民と意見交換を行った。

結果、延べ４８人の町民の皆さんの参加をいただき、各会場では活発

な意見交換を行い、かつ参加者にアンケート調査を実施した。今回町

民から出された意見や要望等は全体で精査検討を重ね、今後の議会運

営に反映させることとした。４まとめ、今後も引き続き幅広く町民の

声を聞くとともに、議会として情報提供と説明責任を果たし、開かれ

た議会を目指していくものである。以上、報告といたします。 

議  長 以上で、南幌町議会報告懇談会実施報告につきましては報告済みと

いたします。 

・４番目 町長一般行政報告をいたします。町長。 

町  長 本議会定例会にあたり１件の行政報告を行います。農作物の生育状

況について御報告します。本年度は、昨年並みの早い雪解けを迎えま

した。４月は風が強く、天候が不安定な日もありましたが、５月に入

り好天に恵まれたことから圃場の乾燥も進み、耕起などの農作業も順

調に行われています。また、気温も高く、日照時間が多いことから作

物も順調に生育しています。空知農業改良普及センター空知南西部支

所の６月１日現在の作物状況調査によりますと、水稲につきましては、

５月中旬より田植え作業が始まり、例年より２日ほど早く終えたとこ

ろです。移植後においては、天候も良好で活着もよく、生育はおおむ

ね平年並みに推移しています。秋まき小麦は、雪腐病の発生は平年並

みでしたが、生育は草丈が高くやや早く進んでいます。大豆・甜菜は、

水稲作業が順調なことから平年よりやや早い播種作業となっていま

す。キャベツなどの野菜については、気温の低い時があったことから、

早い作型で一部遅れが見られるものの、概ね平年並みとなっています。 

以上のように、今年については春先から天候はほぼ順調に推移してお

り、今後も天候に恵まれ無事に出来秋を迎えられますように、関係機

関・団体と連携しながら適切な対応に努めてまいります。 

議  長 以上で、町長一般行政報告につきましては報告済みといたします。 

●日程４ 一般質問を行います。 

本定例会の一般質問通告者は２名でございます。順番に、発言を許

します。 

１０番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 町立南幌病院の改修について町長に質問いたします。町立南幌病院

は町民が安心して暮らせるよう、身近なかかりつけ医としての機能を

基本に、町民の健康管理に取り組むとともに救急医療を維持していく
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と、町長は本年度の執行方針で述べています。本年度予算では、病院

施設の老朽化に伴う施設の改修工事を行うことが決まりました。また

本年３月、新・国民健康保険町立南幌病院改革プランも示され、地域

医療構想を踏まえた役割の明確化も打ち出されました。高齢化率が

年々上昇する中、町立南幌病院の果たす役割は重要になってくると思

います。今後、終末期を家族とともに過ごすことのできる病室の改修

などにより、町立南幌病院本来の役割が発揮できるような環境が必要

ではないでしょうか。そこで、具体的に３点伺います。 

１、今年度行われる改修工事後において、車椅子での対応など十分

な広さとなっているか。 

２、各階の病室の一部を、終末期に家族とともに過ごすことのでき

る個室へ改修する考えはないか。 

３、医療・介護の連携をスムーズに進めるため、健康教室や栄養相

談などができる場所を設置する考えはないか。以上、３点について伺

います。 

町  長 町立南幌病院の改修についての御質問にお答えします。本年度の改

修工事は、平成２８年度に行った調査設計に基づき実施するものです。

改修によりトイレを洋式化し、施設環境が一部改善されますが、主な

内容は老朽化に伴う空調設備の更新など、施設の形態を変更して利用

環境を大きく見直すものではなく、現行を維持するため改修するもの

です。 

１点目の御質問については、車椅子対応に係る改修は含まれていま

せんので、従前どおりの施設環境となります。 

２点目の御質問については、病室の個室化は病床数の減少や採算性

などの課題が想定されますが、今後、病棟の体制を見直す場合は検討

してまいります。 

３点目の御質問については、現状では未利用の部屋がないことから、

専用の場所を設置する考えはありませんが、医療提供体制の見直しを

行う場合は、設置も検討してまいります。 

議  長 １０番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 

(再質問） 

再質問いたします。ただいま答弁いただきまして、１点目のトイレ

の件ですけれども、車椅子対応に係る改修は含まれていないというこ

となんですけれども、外来の患者さんでも最近車椅子で来られる方と

かがふえているように思います。やはりトイレは大事なことですから、

どうせ改修するんであれば全部を車椅子対応でなくても、一部、一つ

だけでも車椅子が入るような形のものにやるべきではないかと思いま

す。それから２階・３階、３階は療養病床ですから、なかなか車椅子

ってのは難しいのかなと思うんですけれども、２階・３階のトイレの

ところも、老朽化で古いですからかなり狭いスペースですよね。十分

な広さっていうところを全部に求めるってことはもちろん難しいと思

うんですけれども、やはり１階と同様、一つだけはそういう形につく

るっていうことは検討できないのか、それをまず１点伺います。 

それから２点目の病室の個室化、なかなかこう難しいっていうこと

でしたけれども、病棟の体制を見直す場合は検討していくという今の
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答弁でした。それは２点目も３点目も、３点目の医療提供体制の見直

しを行う場合ということで、今御答弁いただきました。その見直しっ

ていうのが、恐らく平成３０年に国のほうが示してくる療養病床の廃

止とかいろいろそういうところを想定してのことだと思うんですけれ

ども、私はもう平成３０年にそういう予定どおりとなると、もう１年

しか残っていないんですけれども、そういう見直しがされたときに、

突然これとこれをしますとか、これはできませんっていうことになる

前に、もうそういうような見通しをつくっていく必要があるかと思い

ます。今年度示された、新・国民健康保険町立病院改革プランの中で

も、これからの高齢化に備えて、町立病院の果たす役割はすごく大き

いってことが示されています。また訪問看護とかいろんなそういう形

も実施していくっていうことで、今現在もされていますけれども、さ

らにそれを充実させていくっていうことが、各項目のところには載っ

ています。それを考えていくと今、江別市立病院との医療連携でやっ

ていますけれども、診療科目の設定とかそういうのも今のままでいい

のかっていうことにもかかわってくるかと思います。高齢化に伴って

認知症がやっぱり、それは本町だけではなくて、全国的に認知症の患

者さんがふえているっていうことが数字としても、はっきりあらわれ

ているんですけれども、今の町立病院の内科の体制では、なかなかそ

こを診断していくということが難しいかと思うんですけれども、例え

ば予想のとこでなかなか町長のほうから答弁難しいのかもしれないん

ですけれども、国が示してくるっていうときに、もし仮に療養病床が

一部廃止とかってなったときに、今の現行の町立病院ですと、２階・

３階、特に３階部分が療養病床っていうことで、その病床があいてく

るっていうことが考えられます。そうなったときに、診療科目のとこ

ろで変更なり、一部それを見てくれる医師の確保とか、何かその辺の

ことがどのようにお考えか、それを伺います。 

それと２点目のところで個室化っていうところは、２階・３階にナ

ースステーションの前に個室があって２人部屋になっています。今、

入院病棟に入られている患者さんや、それから近年は重症な患者さん、

癌だとかいろんな形でほかの病院を経由して、今医療の中では本当に

早く退院させるっていうふうな形になっているので、そのような患者

さんを町立病院で受けるっていう形で今なってきていると思います。

私もうちの地域でも何人も今、最近亡くなっている方がいるんですけ

れども、やはり最後は町立病院にお世話になって、家族が本当に寝泊

まりをしてっていうようなことを迎えた患者さんは、やっぱりそこで

安心して見守っていきたいっていう願いがあるかと思います。みんな

自宅で亡くなるときは自宅の畳の上で死にたいっていうのは、昔から

そういう思いはありましたけれども、なかなかそうならない現状にあ

りますから、私は今の今回の改修は、そういう大規模なものではない

ってことを、町長先ほども答弁の中で言われましたけれども、やはり

その一室でも各階に、２階・３階にそういうところを設定することが、

やっぱり求められているんではないかと思います。そして町立病院の

利便性とかいろいろこう、いろんな問題点もあるにしても、やはり病
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院としての機能っていうところで、そこに信頼をして戻っていってる

患者さんもふえているように思います。また検診とか人間ドックとか

いろんな形の患者さんもふえているかと思うので、そういうことを考

えるとやっぱりその改修に当たっては、早急にやっぱりそういう部屋

は必要ではないかと思いますので、もう一度そこの考えを伺います。 

あと３点目の相談室とかそういう健康教室とかっていうのは、今医

療・福祉・介護の連携ということで、南幌町も積極的に取り組んでい

ると思います。そうなったときに、町立病院にかかっている特定疾患

の患者さんとかを対象にした、いろいろこうそういう勉強会っていう

んではないですかね、何かそういうのをあいくるのほうではやってい

るんですけれども、町立病院でもやってくってことが必要ではないか

なと思うんですけれども、その場合に、そういう部屋の確保っていう

ことが必要ではないでしょうか。また、栄養相談とかされる方も、確

かに町長言われたように、そういう部屋がないっていうことで、たま

たま火曜日が眼科のお休みの日ですよね。そしたらその眼科の診療室

でそういう相談を受けるということが多々あると思います。やはり暗

い所、そしていろいろ機具が置いているところで栄養相談を受けるっ

ていうことが、そういう形であるべきではないと本当に思うんですけ

れども、１階にそういうスペースがないんであれば、２階とかにそう

いうところをつくることはできないのか、それは早急に検討すべきだ

と思うんですけれども、医療提供体制の見直しを行う場合って言って

ますけども、やっぱりそれは早急にやるべきではないかと思うので重

ねて伺います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再答弁) 

熊木議員の再質問にお答えをします。トイレの改修、今回洋式化を

一部させていただくんですが、車椅子対応については各階に一つずつ

はあるんです。それを今対応していただいているところでありますん

で、特に３階には介護なんかの関係がありますので、ある程度は可能

に、今のところ不便をかけないやり方をさせていただいてるというこ

とで、今回の改修にはそこまで含まれておりません。今後の問題につ

いてはまた利用状況等々を見ながらやっていかなければならないなと

いうふうに思ってます。 

それから、２番目・３番目のお話でございますが、国のほうで今い

ろんな医療改革を３０年を目安ということで、方針を出されるようで

あります。多分それを出されて何年以内にそこに向かいなさいという、

そういう指導が入るのかなと思っておりますが、どちらにしてもうち

は今自前の医師がいないということから、いろんな皆さんの御要望は

たくさんあるのはわかっておりますが、医師の体制が可能な部分につ

いて、今させていただいているところでありますんで、いろんな皆さ

んのお話の中、あるいは町としても、休診してる科もあるわけであり

まして、それに復活ができれば一番いいんでしょうけども、今の道内

あるいは全国を見ても、なかなか医師不足というようなことから非常

に厳しい問題があるのかなと思いますが、できるだけ努力をさせてい

ただきたいなというふうに思ってます。将来的にも、国が出す方針に
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よってどういうふうに我が町の病院をしていかなければならないのか

っていうことが、当然出てくるということにしております。２点目と

３点目の中でいろいろお話がありましたけれども、病室を減らすとい

うことになりますと、病床数を減らさなきゃなりませんので、可能な

限り今も見ていただけるように配慮しながら、完全に個室化している

わけでありませんが、ある程度対応させていただいているということ

でございます。また、先ほどのいろんな指導が、暗い部屋とかいろん

な場所になっているという、これは施設の関係であいてる部屋がない

ものですから、そういう取り扱いをさせていただいておりますけれど

も、入院病棟の部屋はあくまでも患者さんの部屋でありますので、そ

れを変えてっていうことになりますと、ずっと使っていくとなるとや

はり病床数の変更に当然持っていかなければなりません。そのことは

経営的な問題も含めて、どういうふうにしていけば一番町立病院がい

いかっていうことは、国の動向を見ながら、町としても考えていかな

ければならないなというふうに思っております。できるだけ何とか少

しでも、皆さんの御要望に応えられる町立病院として残していくため

に、どうあるべきかということで私なりにもいろいろ今考えさせてい

ただいて、そして国・道の方向も定めながら、そして医師を何とか恒

久的にっていうか、心配なく確保できる方向も検討しながらやってい

かなければ、今派遣でお願いをしている、これはずっと未来に続くと

いう保証はまだありませんので、そのことも確認しながら、医師がい

ない病院にならないようにしていきたいなというふうに思っておりま

すので、どちらにしても今不便かけてる部分を今後の見直しの中で、

国が出てきた部分については、あわせて熊木議員から御質問があった

点については、考慮しながら検討してまいりたいなというふうに思っ

ております。 

議  長 １０番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 

(再々質問) 

再々質問いたします。いつでも病院のことで質問とかすると、自前

の医師がいないってことで、それは私たち議会も本当にこのままでい

いのかっていうことではいつも議題には上りますし、皆それぞれ感じ

ていることです。今は市立病院との連携ということで、医師がそうい

う形で派遣で来ているので、ここのところに触れると、なかなか議事

録に残っても大変だってことも町長はよくおっしゃいますけれども、

やはり避けては通れない問題だと思います。将来、ずっとそれが続く

という保証がないっていうところでは、本当に大きな病院を抱えてい

ても、肝心の医師が町の職員としていないっていうことはやっぱりす

ごく大きなことだと思います。そこのところをなかなかこう解決でき

ないまま今来ていて、今やっとその医療連携という形で今やっている

んですけれども、そこの努力は本当に認めますし、だけれどもやっぱ

り模索していくってことはもうずっとしていかなければ、解決にはつ

ながっていかないと思います。それから今質問した中で、結局相談室

も病室をつぶすわけにいかないからできないとかって形になると、や

はり今来ている患者さんが何かそういうことで不便な思いをして、せ

っかく町立病院に戻った患者さんも離れていってしまうってことにつ
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ながらないかと危惧します。そういう意味ではやっぱり先ほどやっぱ

り早急に考えるべきだって言ったのは、やっぱそういうこともありま

す。だから部屋がない、２階のホールとかそういうところを区切るっ

て言ってもなかなか限界があるのかもしれないんですけれども、今の

眼科の受診室を間借りしているような形のことはやっぱり避けるべき

だと思います。ですからそこのところをなんとかその方法がないのか、

そこをやっぱり検討すべきだと本当に思います。それから、国の示す

動向っていうのは、確かにそれは猶予期間というか３０年にもし予定

どおり指針が出たとしても、恐らく猶予期間があると思うんですけれ

ども、やはり決定がされたときに、じゃあこうする、ああするという

ことではなくて、やっぱり将来にわたってこの町立病院をどうしてい

くのかっていうことを検討する、その改革プランの中でも、これから

の高齢化率に備えてってことが随所に出ています。それで７５歳以上

の高齢者が２０２５年以降も増加して、２０４０年がピークっていう

ふうに推計されている。まだまだ長い期間そういう形になるっていう

ことでは、今以上にやっぱりなかなか今は近隣の病院とかに通院して

る患者さんも、行く行くはやっぱり町立病院の機能がよくなってくれ

ば、やはり戻ってくるのではないかと思うので、そういうことを踏ま

えて見通しをきちっと立ててやっていくってことが必要ではないかと

思いますけれども、そこのところはどのようにお考えか伺います。 

あともう一つ、以前にも同僚議員が質問して町立病院に通う患者さ

んの足の確保っていうことでは何度か同僚議員も質問しています。今

町内巡回バスが町立病院にとまるようになって、今そこでバスを利用

しての患者さんの人数とか、それはふえている状況にあるのか、そこ

１点伺います。 

それから以前も足の確保では、町営の少人数でも乗ってこれる、送

り迎えができるような体制をつくれないかっていうことの質問が以前

あったかと思います。それに対してやっぱり金銭面、やっぱり予算的

には難しいということだったんですけれども、やはり今そういうこと

も求められてくると思うんですけれども、それについては町長どのよ

うにお考えか伺います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再々答弁) 

熊木議員の再々質問にお答えをいたします。今、江別市立病院の医

療連携ということで先生をお願いして来ていただいております。本当

にありがたいことであります。この件については感謝をしているとこ

ろでありますが、私どももこれからもそういう関係を築きたいという

ようなことでお願いをしているところでございます。そこで、国の動

向が一番厳しい部分が出るのか出ないのかっていう部分を含めて言い

ますと、これがわからないうちに、うちが先にこうやります、ああや

りますということはなかなか難しいのかなっていうのは、療養型、最

終的には国の今の方針の中では療養型をなくしたいっていう方針であ

ります。うちは今５４床も療養を持っております。そのことがどうい

うふうに今後将来にわたってどういう削減になるのか、あるいは現状

維持ができるのか、そこが大きくうちは変わると思っています。です
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ので、国の動向を見ながらいろんなことも今しながらやってるところ

でございます。利用者の方には不便をかけておりますけれども、何と

か今のあいているところで、相談なりいろんなことをさせていただい

ているのが現実であります。これは先ほど言ったように、病床を減ら

すということは、なかなか厳しいっていう部分と、減らすなら相当減

らさなければならないと思っております。皆さんの理解をいただいて、

一般会計からもつぎ込んでいただいております。これらを考えるとき

には非常に厳しいものがあるということであります。したがって、先

ほどありました巡回バスに乗ってる方はそんなに変わってないようで

あります。病院の送迎の車を用意したらどうなのかっていう、相当お

金がかかります。それを今も一般会計でたくさん出していただいてお

ります。これに上乗せをして本当にいいのかどうか。そのことも十分

考えて今の巡回バスにできるだけ乗っていただいて、通っていただけ

ればありがたいなというふうに思っておりますが、どちらにしても今

後の病院が私どももいろんなどういう対応したらいいのか、どういう

病院で将来にわたっていけるのかと、今まだ見通しができない状況で

あります。国がある程度の指針、方向性を出されたときに、当然我が

町の病院をしていかなければならないということであります。そのこ

とを踏まえないと中途半端にやっちゃうとまたおかしな形態になるの

かなというふうに思っております。そんなことで、答弁になるかなら

ないかわかりませんが、どちらにしても、国がそうやって今言われて

いることを違う形でできるかって言ったら、そうはならないというふ

うに、うちの病院の経営状況を考えていくと、やはりある程度国の指

針に従いながら、そして病院連携を何とか継続していただくような方

策をとりながら、医師の確保も含めていかなければならないなという

ふうに思っておりますんで、今の時点であれを直す、これを直すとい

うことには多分ならない、あわせて将来の見通しを立てたときに、そ

ういう病院の改革を、建物の中の改革をしていかなければならないと

思っておりますんで、御理解いただきたいと思います。 

議  長 暫時休憩いたします。 

（午前１０時０４分） 

（午前１０時０６分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

以上で、熊木 惠子議員の一般質問を終わります。 

次に３番 原田 弘克議員。 

原田議員 きょうは、当初一般質問の予定はなかったんですが、先月からいろ

いろと新聞紙上で問題になっている点、私なりに疑問に感じたことを

きょうはお伺いするために質問をさせていただきます。よろしくお願

いいたします。マイナンバーを始めとした町民の個人情報漏えい防止

対策はということで、本年度の地方税法の改正により、住民税の特別

徴収義務者に対する税額の決定通知書に個人番号、いわゆるマイナン

バーの記載が義務づけられ、本年５月から各市町村はマイナンバーが

記載された通知書を特別徴収義務者へ送付しております。各市町村は、

この改正によるマイナンバーの情報漏えい防止策として、今まで普通
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郵便として送付していたものを受領印が必要な簡易書留などの方法に

切りかえるなど、対応に苦慮しております。しかし、先月下旬からの

新聞報道で各市町村の誤送付等によるマイナンバーの情報漏えいが取

り上げられております。総務省はこのマイナンバー制度を導入する際、

各市町村に情報管理の徹底を図るとして説明しています。そこで３点

伺います。 

１点目、本町では普通郵便で送付しており、誤送付はなかったもの

の町民の個人情報を管理する行政として、対応は適切だったと考えて

いるか。また今後の対応は。 

２点目、マイナンバーを始め町民の個人情報を各課で適切に使用し、

情報漏えいを防止していくためには、職員間のコミュニケーションを

深めることが不可欠だと思うが、今後職員への指導の考えは。 

３点目、各課の個人情報の適切な使用を管理するため、コンプライ

アンス、法令順守の仕組みまたは体制が必要と思うが、その考えは。 

議  長 町長。 

町  長 マイナンバーを始めとした町民の個人情報漏えい防止対策は、の御

質問にお答えします。１点目の御質問については、住民税の特別徴収

義務者への特別徴収税額決定通知書の発送の際には、複数人で確認の

徹底を図っています。郵送方法については、国からの通知により、各

市町村の判断によるとされています。本町では、直接個人番号を取り

扱う担当者に確実に到達するように明記し、普通郵便にて送付してい

ます。しかしながら、全国的に誤配達等の事案が発生していることか

ら、今後の国の動向を注視し、適切に対応してまいります。 

次に、２点目及び３点目の御質問ですが、これまでの個人情報事務

に加え、昨年１月より、税や社会保障・医療等の業務でマイナンバー

を含む特定個人情報の利用を行っています。特定個人情報の取り扱い

に関しては、番号法の施行に伴い、平成２７年１２月に南幌町特定個

人情報の安全管理に関する基本指針、同管理規程及び取扱いマニュア

ルを策定、全職員に対して周知を行い、情報の管理・漏えい防止等、

適切な運用に努めています。特定個人情報を取り扱う業務と担当職員

は限られていますが、町では多くの個人情報を日常的に利用すること

から、今後においても法令遵守はもとより、職員全体の意識喚起と啓

発を行ってまいります。 

町  長 ３番 原田 弘克議員。 

原田議員 

(再質問) 

お答えいただきました。私は今の町の体制、やり方を言うのではな

くて、やっぱりこうあれだけ新聞に報道されたということで、町民の

方からも南幌は大丈夫なのかというふうに言われました。それで、私

は町民にしっかりやっぱり説明すべきだということで、今回質問をさ

せていただいています。１点目に関しては、これはもういろいろと新

聞などでも御存じだと思います。いろんな対応をしてます。それで、

私も近隣の長沼・由仁・栗山にお邪魔して、税務課長さんにお会いし

ていろいろな対応、その辺の苦労もちょっとお伺いをしております。

由仁も封筒の裏面に、特別に今回マイナンバーができたことで、裏面

に説明書き・注意書きを克明に印刷したと。栗山は封筒の表、従来は
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給与担当者へいくには、なかなかやっぱりこう事業主っていうのは、

大体受け付けでもう開封してしまうパターンがほとんどなんですね。

そういった面で、間違いなく給与担当者が開けるような、赤書きで印

刷をして郵送したそうです。これは普通郵便です。私は全国的、道内

もそうですけれども、やっぱり一貫性のない行政の対応、ばらばらっ

ていうことは、町長おかしいと思いませんか。やはりこう市町村が同

じ地方税の中でやってる業務が、市町村の考えによって変わると。判

断が変わるということは、このマイナンバー法が施行になったときに

私は重大なこう、取り扱いの指針も含め、やっぱりこうこれは国がし

っかりと制度設計すべきだと私は思ってます。１１日の新聞、町長も

ごらんになったと思います。私は今回の情報漏えいについては、市町

村の責任ではないというふうに思っています。事業所にはマイナンバ

ーの通知をされても、事業者は必要ないんですよ。知ってるわけです

から。１月の給与支払報告書で提出してるわけですから。ですから、

違う・間違ってるとすれば、それは給与担当者に直接して、電話で訂

正すればいいだけの話。だから私は、この必要があるのかということ

に関して、疑問を感じております。必要のないマイナンバー、これを

記載して市町村が情報漏えいのリスクを負う必要はないと私は思いま

す。総務省も、新聞にあるとおり検討すると言っておりますけれども、

自治体の中には目隠しシールをしているところもあります。ただ、電

算システムも帳票も事務量も膨大にふえます。経費のかかる改善策を

国から待つのではなくて、やはりこう情報漏えいのリスクを回避する

手法、それと全市町村が一律一貫性を持った業務が行えるような、そ

ういう制度は私は必要だと思います。この件に関して、しっかりとし

た制度の確立を私は要望すべきではないかなと思いますが、町長のお

考えをお伺いしたいと思います。 

２点目ですけども、これも３町にお伺いして、情報管理課の所管、

総務課長さん、それから副町長さんともいろいろとお話をしてまいり

ました。いろいろなその辺の職員の周知の関係、体制づくり、マニュ

アルもつくってるけども、やはりこう徹底されているかどうかは、こ

れはわからない、疑問だということです。由仁町においては、一連の

新聞報道が出るたびに課長会議でその辺を周知し、該当課には調査、

そして全職員への周知徹底を言っているということで、かなり３町と

も苦労はしてる。ほかの２町についても、危機管理の認識、これの指

導を考えていかなきゃならないということも言っておりました。情報

漏えいも事務的なミスもやはり私は職員間のコミュニケーション、や

っぱりこれが必要ではないかというふうに思います。やっぱりこう職

員の１人でも、誰か１人危機感を持って声を出す、内部で議論する。

それによって一つでもミスが防げるんではないかと私は思います。町

長は職員間のコミュニケーションの大切さ、これをどう考えていらっ

しゃるか、質問をさせていただきます。 

３点目ですけども、コンプライアンス、法令順守ですね。これと危

機管理の仕組み、今後このマイナンバー、付加価値がこれからふえま

す。国では、当初は限定しましたが、これから申請ですとか年金・保
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険・免許・資格・金融関係、これはアメリカの社会番号制度、これを

我が国にも導入しようという考えでございます。今後増加するマイナ

ンバー、町民の個人情報の管理、仕組み、これはしっかりとした取り

扱いが必要だと思っています。官から官に出す情報は、ヒューマンエ

ラーがなければ問題ないんですが、問題はこれからふえる官から民に

出す情報、これがやはり私は問題だと思っています。この件に関して、

今後増大する自治体の個人情報、これらコンプライアンス含め危機管

理を持った職員の周知徹底を図るとしても、やはりこうそういう法令

なりのきちんとした体制を持った手法が僕は必要でないかと思います

ので、そういった職員の養成、それをどう考えているか。３点目にお

伺いをしたいと思います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再答弁) 

原田議員の再質問にお答えをいたします。この制度、いろいろ皆さ

んも御心配をいただいて、あるいは全国各地でいろんなミスが出たり

ということで報道されているわけでありますが、国の先ほど御回答さ

せていただいたとおり、市町村によってということでありますから、

これはもうそれぞれの町・村・市で取り扱いをしているわけでありま

す。そういう中で我が町は今のところ出てないということで、本当に

ほっとしていますけれども、この制度自体については私がどうのこう

の言うわけじゃないので、あくまでも国が決めたものが市町村に来て

いるわけでありますから、ただ不備があった点については、町村会も

通じながらこれはやっていくけれど、できたものをどうのこうのって

私が言う立場にございませんので、御理解いただきたいと思います。 

また職員間、これは個人情報だけでなくて、町・行政一般的に職員

のコミュニケーションがなければ、町全体がよくなりませんので、そ

れは常に私はいろんなことでお話をさせていただいております。あわ

せてこのことについては、いろんなことがあるんで、常にそういう意

識を持って行動していただくというお話で、各課長等も通じながらや

ってますので、今のところやってないわけでないんで、そういう中で

また新たな手法が取り入れて、より安全なことができればそれは取り

入れながらしていこうと思っていますが、職員の注意喚起等々は、こ

れはもうこれからも続くわけだし、この制度がある以上ということよ

りは、私は町の中にはいろんなことがあると。ですから、職員として

の自覚を持って、行動していただくようにということは常に言ってお

りますので、それを守っていただくように、またお話をさせていただ

くと。以上です。 

議  長 ３番 原田 弘克議員。 

原田議員 

(再々質問) 

１点目に関してはこれは法律ですから、私は大学の時に悪法であっ

ても法は法、というふうに習いました。そういうふうに習ったってい

うだけであります。ただ、法律に従って業務を行うのはもう職員とし

て当然の義務でありますが、ただ制度の運用に関して、やはり法自体

でなく運用に関しては、やはり自治体でやっぱり議論して、きちんと

した制度設計を国に求める。このスタンスは僕は必要ではないかと思

っています。これについては、総務省の検討結果、注目・注視をした
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いと私は考えております。 

２点目は、コミュニケーション、町長日ごろから職員間のコミュニ

ケーション、これはいろいろと私も個人的には聞いてます。やっぱり

そういった職員が、昔はというか私も職員の時にはいろいろな先輩か

ら、いろんなやっぱりお誘いを受けて、話、お酒を飲む機会もありま

した。ただ、やっぱりこうそういった一つのテーマで議論する、何か

問題あったときに議論する、そういうやっぱりこう職員の中で、いろ

んなやっぱり職員にはそれぞれライフワークがあるので、あまりこう

いうことは個人的には言いませんけども、ただ行政を、仕事を預かる、

個人情報を預かる、やっぱり法を遵守するという中では、やっぱり職

員間のやっぱりきちっとした僕は議論は必要だと思います。それはお

酒を飲むような、それは僕は何でもいいと思いますよ。話を直接面と

向かって上司から部下、同僚、そういった職場の環境づくり、それも

各課長さん皆さんいらっしゃいますので、充分心得ていらっしゃると

思います。そういったものを大切にしていただければというふうに思

います。 

３点目は、町長のほうからいろいろとこれから徹底もしていくし、

課長会議でもやると。そういった面で、南幌はこういう仕組みで漏え

い対策してるから大丈夫だよというふうに私は言いたいし、言われた

方にもきちんとお答えをさせていただきたいと思います。 

最後に、全般的にこの問題に関してですね。やはりこう先ほどちょ

っと３点目、職員、その専門的な職員の養成の関係ちょっと町長から

お話聞かなかったもんですから、最終的に町長のこの全般的なものを

含めて、職員の体制の中での職員個々、特別な職員、将来的なことを

踏まえて、もしお考えがあればお聞きしたいと思います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再々答弁) 

原田議員の再々質問にお答えいたします。職員を養成していく、指

導していく、育てていくということは大事なことであります。だから

機会あるごとにいろんな研修等々にも出させながら、全員はなかなか

行けませんので、それらを通じて職員間で共有できるように、可能な

限りいろんなところの研修等々には出させていきたいなというふうに

思っています。以上です。 

議  長 以上で原田 弘克議員の一般質問を終わります。 

以上で一般質問を終結いたします。 

場内時計で１０時４０分まで休憩をいたします。 

 （午前１０時２４分） 

（午前１０時４０分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

●日程５ 議案第３１号 平成２９年度南幌町一般会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３１号 平成２９年度南幌町

一般会計補正予算（第１号）につきましては、歳出では空知魅力発信

プロジェクト事業及び住宅リフォーム等助成金の追加、歳入では一般
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寄附金の追加が主な理由です。その結果、既定の歳入歳出予算の総額

に、歳入歳出それぞれ６８９万７，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ５５億３７万円とするものです。詳細に

つきましては副町長が説明いたしますので、よろしく御審議賜ります

ようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。副町長。 

副 町 長 それでは、議案第３１号 平成２９年度南幌町一般会計補正予算（第

１号）の説明を行います。始めに歳出から説明いたします。９ページ

をごらんください。 

２款総務費１項４目企画振興費、補正額４７万２，０００円の追加

です。説明欄で、空知魅力発信プロジェクト事業で、昨年に引き続き

空知総合振興局が主体となって、管内２４の市・町と連携し、知名度

向上や地域活性化に向けた取り組みが展開されますが、東京都で開催

されるイベントに本町も参加することから、必要経費を追加するもの

です。 

８目防災諸費、補正額８８万円の追加です。防災対策事業で移動系

無線の整備に伴い、電波使用料を追加するものです。 

３款民生費１項６目地域包括支援センター事業費、補正額１５０万

７，０００円の追加です。地域包括支援センター事業で、保健師１名

が産休に入るため、代替保健師を採用すべく必要経費を追加するもの

です。次ページにまいります。 

７款土木費３項２目公園費、補正額８２万２，０００円の追加です。

公園施設管理事業で、遊友館合併浄化槽のブロアーポンプが故障し交

換が必要なため追加するものです。 

４項１目住宅管理費、補正額２３７万８，０００円の追加です。住

宅リフォーム等助成事業で、当初予算額６００万円に対し、申請額が

上回ったことから追加するものです。なお、申請件数は３６件となっ

ています。 

９款教育費１項３目教育振興費、補正額８３万８，０００円の追加

です。少人数学級教職員加配事業で、当初は大卒の期限付教諭を想定

しておりましたが、再任用教職員の採用となったため、必要経費を追

加するものです。なお、報酬額は道の基準に合わせております。 

次に歳入の説明を行います。８ページをごらんください。 

１７款寄附金１項１目一般寄附金、補正額２９万円の追加です。一

般寄附金で、匿名を希望された町外２名の方から、それぞれ１５万円

の寄附をいただいたものです。 

１８款繰入金１項１目財政調整基金繰入金、補正額６６０万７，０

００円の追加です。財源調整を行うものです。 

以上、歳入歳出それぞれ６８９万７，０００円を追加し、補正後の

総額を５５億３７万円とするものです。以上で、議案第３１号の説明

を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので質疑を終結いたします。 
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お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３１号 平成２９年度南幌町一般会計補正予算（第１号）は

原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

●日程６ 議案第３２号 字の区域の廃止についてを議題といたし

ます。理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３２号 字の区域の廃止につ

きましては、土地改良法第５４条の規定に基づく換地処分により、字

の区域を廃止するため、本案を提案するものです。詳細につきまして

は、まちづくり課長が説明いたしますので、よろしく御審議賜ります

ようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。まちづくり課長。 

まちづくり課長 議案第３２号 字の区域の廃止について、御説明申し上げます。本

案につきましては、道営の経営体育成基盤整備事業晩翠地区におきま

す換地処分により、土地の合筆等に支障となる字の表示を廃止するも

のであります。次ページをお開き願います。字を廃止する区域につき

ましては、南幌町字幌向原野の４１５番４、９３４番１から９、１３

６３番２、１３７１番３、１３８５番１から８、１３９０番１、１３

９０番４、１３９０番５、１３９０番８、１３９１番１、１３９１番

３、１３９１番９、１３９６番１、１３９６番４、１３９６番５、１

３９７番１、１３９７番２、１３９７番４から６となっております。

以上で説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３２号 字の区域の廃止については、原案のとおり可決する

ことに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

●日程７ 議案第３３号 工事請負契約について（平成２９年度町

立南幌病院設備（空調等）及びトイレ改修工事）を議題といたします。

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３３号 工事請負契約につき

ましては、平成２９年度町立南幌病院設備（空調等）及びトイレ改修
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工事にあたり、過日入札を執行したところです。契約の内容につきま

しては、病院事務長が説明いたしますので、よろしく御審議賜ります

ようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。病院事務長。 

病院事務長 議案第３３号 工事請負契約について御説明申し上げます。１契約

の目的、平成２９年度町立南幌病院設備（空調等）及びトイレ改修工

事。２契約の方法、指名競争入札。３契約金額、１億３，７１６万円

（内消費税及び地方消費税の額１，０１６万円）。本件につきましては、

去る５月２５日、指名業者６社により入札を執行したものです。なお、

落札率は９７．０％でございます。４契約の相手方、五建・境・かど

特定建設工事等共同企業体、代表者、札幌市白石区中央２条２丁目１

番１号、五建工業株式会社札幌支店、取締役支店長 小賀 泰洋、構

成員、空知郡南幌町元町３丁目１番１２号、有限会社境設備配管、代

表取締役、境 憲明、構成員、空知郡南幌町南１２線西１１番地、有

限会社かど営繕設備、代表取締役 角 尚史。参考といたしまして、

工期、契約締結日より平成２９年１１月３０日まで。以上で議案第３

３号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３３号 工事請負契約について（平成２９年度町立南幌病院

設備（空調等）及びトイレ改修工事）は、原案のとおり可決すること

に御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程８ 議案第３４号 工事請負契約について（平成２９年度南

幌温泉宿泊等改修工事）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３４号 工事請負契約につき

ましては、平成２９年度南幌温泉宿泊棟改修工事にあたり、過日入札

を執行したところです。契約の内容につきましては、産業振興課長が

説明いたしますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

議  長 内容の説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長 それでは、議案第３４号 工事請負契約について御説明申し上げま

す。１契約の目的、平成２９年度南幌温泉宿泊棟改修工事。２契約の

方法、指名競争入札。３契約金額、１億１，２８６万円（内消費税及

び地方消費税の額８３６万円）。本件につきましては、本年度実施する

南幌温泉大規模改修工事のうち、宿泊棟のボイラー及び冷温発生機等
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の更新と、外構の雨水舛、汚水桝等の改修工事として、去る５月２５

日、指名業者６社により入札を執行したものでございます。なお、落

札率は９７．１％でございます。４契約の相手方、東テク・三建管工

特定建設工事等共同企業体、代表者、札幌市東区伏古３条３丁目２番

１号、東テク北海道株式会社、代表取締役 中川 英俊。構成員、空

知郡南幌町元町１丁目３番１２号、株式会社三建管工技研、代表取締

役 水澤 政幸。参考といたしまして、工期、契約締結日より平成３

０年１月３１日まで。以上で議案第３４号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

３番 原田 弘克議員。 

原田議員 今回の入札に関しては宿泊棟の部分だけということで、説明を受け

ております。昨年、議会に対して我々聞いた説明の中と、もし今回入

札に際して仕様で変更点あれば、全く前回説明したとおりなのか、１

点それを確認をさせていただきたいと思います。 

それともう１点。これから大浴場の関係が入ってくると思います。

利用者から私も温泉もうほぼ行っていますので、いつやるんだ何が直

るんだといろいろ言われるんです。それで今週もサウナ室の１２分計

が壊れまして、支配人とお話ししたらもう工事まで直す気はないと、

それで利用者の方には工事が入るんで我慢してくれっていうふうにお

話もしています。そういった利用者に工事の概要をですね、きちんと

やっぱりこう知らせるべきではないかと思います。昨年の説明では来

年１月から大浴場のほうは触るということでございますけども、一応

この日程について変更がないのか、現段階でお答えできればよろしく

お願いいたします。以上２点お願いいたします。 

議  長 産業振興課長。 

産業振興課長 ただいまの原田議員の御質問にお答えいたします。１点目でござい

ますけれども、今回の工事請負契約の内容につきましては、２月２０

日に全員協議会の中で御説明させていただいた工事内容と変更ござい

ません。ただし、平成２９年度の単価を活用して最終的に実績をはじ

き出しているものですから、工事金額は本当に総額なんですけれども、

若干２月２０日時点に比べて金額は変更をさせていただいておりま

す。 

それと２点目の本館棟の浴室の改修でございますけれども、これも

２月２０日の日に全員協議会の中で御説明させていただいたスケジュ

ールどおり、今粛々と設計会社さんと詰めているところでございまし

て、中途半端な状況で町民の方に御説明させていただくと、誤解を招

く恐れがありますので、できれば７月の下旬から８月の上旬ぐらいに

公表させていただければということで努めております。なお、議会の

皆様方にも、実施設計が完成したときには、再度御説明をさせていた

だくっていうことで、次回の全員協議会のほうでお約束させていただ

いておりますので、その時点で御説明させていただければと思います。

以上です。 

議  長 ほかにありませんか。 

１０番 熊木 惠子議員。 
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熊木議員 宿泊棟の改修工事に当たって、利用客が使用する上で工事期間中ね、

十分な安全とかきっとやると思うんですけれども、その辺のことは十

分考えられてるのかって。ちょっと先ほど質問するの忘れちゃって、

町立病院の改修のところにちょっとだけ戻らせてもらって、関連する

ので。町立病院、たまたま先日行った時に雨漏りがして、フロアがす

ごく濡れていて、拭いたようなんですけども、そこを避けて通った方

が転んでなんか腰とか手を打ったって言って、３週間もたっても治ら

ないからって、ちょうど受診されているという方がいたんですよね。

その空調とかもやるので、今度そういうのは改修されると思うんです

けれども、それをちょっと聞いたものですから、やっぱりあのこうい

う工事に当たっては、やっぱり十分にその辺を迷惑にかからないよう

にってことをやられると思うんですけども、その辺の配慮について伺

います。 

議  長 産業振興課長。 

産業振興課長 ただいまの熊木議員の御質問にお答えいたします。その辺につきま

しては、南幌温泉のほうと十分協議、打ち合わせ等を行いながら利用

者の方に御迷惑がかからない、危険に及ばないというようなことで進

めていくということで確認をとっております。なお、ボイラーの取り

かえ等につきましては大がかりな工事になるものですから、現時点で

は１２月の中旬ぐらいに１週間程度休館をしまして工事に入るという

ことで、今、工事請負業者も決まりましたので、最終的にその方向で

詰めていくということになっております。以上です。 

議  長 ほかにありませんか。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３４号 工事請負契約について（平成２９年度南幌温泉宿泊

棟改修工事）は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

●日程９ 議案第３５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３５号 職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例制定につきましては、人事院規則の

改正に伴い、本案を提案するものです。詳細につきましては、総務課

長が説明いたしますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上

げます。 

議  長 内容の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 それでは、議案第３５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を
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改正する条例制定について御説明いたします。始めに、改正の概要に

ついて申し上げます。近年、全国的に保育所等における待機児童が増

加しており、待機児童の早期解消を始め、仕事と育児の両立を支援す

る体制の確立が求められています。このたび、育児休業に係る子につ

いて、保育所等への入所手続きを行うが、定員超過のため入所に至ら

ない場合を特別の事情として規定し、育児休業の再取得、育児休業期

間の再延長及び育児短時間勤務の再取得を承認することについて、人

事院規則の改正に伴い、関係条文の整備を行うものです。それでは、

別途配布しております議案第３５号資料新旧対照表をごらんくださ

い。左側が改正後、右側が改正前、アンダーラインの箇所が改正部分

です。 

育児休業は、原則１人の子に対して１回の承認で、期間は最長で子

が３歳に到達するまでです。ただし、特別の事情がある場合はこの限

りではないと規定されています。 

第３条は、現に育児休業している職員が、育児休業を再度取得でき

る場合の特別の事情について、第１号から第６号まで掲げています。

改正後の第６号では、保育所等への入所手続きを行うが、当面入所に

至らない場合を特別の事情として加えております。 

第４条は、育児休業の期間の再度の延長ができる場合の特別事情と

して、第３条と同様の内容を加えております。 

また、第１０条についても、育児短時間勤務の終了後１年以内に再

度の育児短時間勤務をすることができる場合の特別事情として、第７

号に同様の内容を加えております。 

参考でございますが、本町では現在、育児休業中の職員はおりませ

んが、本年度中に育児休業を取得する予定の職員１名を見込んでいま

す。 

附則として、この条例は、公布の日から施行し、平成２９年４月１

日から適用する。以上で、議案第３５号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程１０ 議案第３６号 町税条例等の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３６号 町税条例等の一部を
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改正する条例制定につきましては、地方税法の改正に伴い、本案を提

案するものです。詳細につきましては、税務課長が説明いたしますの

で、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。税務課長。 

税務課長 それでは、議案第３６号 町税条例等の一部を改正する条例制定に

ついて御説明いたします。このたびの町税条例等の一部改正は、主に

平成２８年度の地方税法等の一部改正で、施行期日が平成２９年４月

１日以後に施行されるもので、平成２８年１１月に消費税率引き上げ

の実施時期を平成３１年１０月１日に変更したことに伴い、地方税法

等の一部改正があり、施行期日が平成３１年１０月１日に施行される

規定について行うものでございます。今回の一部改正で町税条例に関

する主な改正点でございます。まずは３条立てとしております。 

第１条では、法人税割の制限税率の引き下げ、軽自動車税における

環境性能割の創設、環境性能割の創設に伴う、現行の軽自動車税の名

称の変更と条文整備、個人の町民税の所得割の非課税の範囲等につい

ての整備、第２条及び第３条では、町税条例等の一部を改正する条例

の一部改正で、軽自動車税などに関する整備でございます。最初に軽

自動車税の環境性能割の内容ついて、御説明します。別途配付しまし

た資料、軽自動車税についてをごらんください。Ａ４縦の１枚ものの

資料でございます。地方税法の改正により、平成３１年１０月１日か

ら消費税が１０％への引き上げに伴い、軽自動車税に環境性能割が創

設され、現行の軽自動車税は種別割と名称が変更となります。この改

正に伴い、軽自動車税は環境性能割と種別割で構成されることになり

ます。環境性能割は、平成３１年１０月１日から自動車取得税（道税）

が廃止されることにあわせて、自動車税（道税）及び軽自動車税（町

税）にそれぞれ環境性能割が創設され、平成３１年１０月１日以後の

自動車及び軽自動車の取得に対して適用されます。環境性能割は、新

車・中古車を問わず、取得時に取得価格にそれぞれの燃費基準に応じ

た税率を乗じ課税されます。税率につきましては、下記のとおりでご

ざいます。また、当分の間は、都道府県が賦課徴収等の事務を行うこ

ととされております。この度の改正では、納税義務者、税率など必要

な項目について、条例に規定するものでございます。それでは、別途

配布しました議案第３６号資料 町税条例等の一部を改正する条例の

新旧対照表にて御説明いたします。左が改正後の新条例、右が改正前

の旧条例であり、アンダーラインを付した箇所が改正部分でございま

す。 

 第１条による改正でございます。１ページの第１８条の３は納税

証明事項に関する規定で、軽自動車税に環境性能割が新設され、現行

の軽自動車税の名称が種別割に変更することによる条文の整備でござ

います。 

続きまして、第１９条は、納期限後に納付し又は納入する税金又は

納入金に係る延滞金に関する規定で、環境性能割の申告納付の条項を

追加するものでございます。続きまして、２ページ中段でございます。 

第３４条の４は、法人税割の税率に関する規定で、法人税割の制限
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税率の引き下げに伴う整備でございます。本町においては、従前より

制限税率を適用しており、１２．１％から８．４％に引き下げるもの

でございます。なお、標準税率は９．７％から６．０％となり制限税

率と同様に３．７％の引き下げとなります。 

続きまして、第８０条は、軽自動車税の納税義務者等に関する規定

で、三輪以上の軽自動車に対して取得者には環境性能割を、使用者に

は種別割を課税し、第３項では国・北海道・市町村等の取得者には、

環境性能割を課さないための規定の整備でございます。続きまして、

３ページでございます。 

第８１条は、軽自動車税のみなす課税に関する規定で、軽自動車等

の販売等形態により、取得者及び使用者にみなして、軽自動車税を課

する規定の整備でございます。続きまして、４ページでございます。 

第８１条の２は、日本赤十字社の所有する軽自動車等に対する軽自

動車税の非課税の範囲に関する規定で旧条例第８０条の２の規定を本

条に移行したものでございます。 

続きまして第８１条の３は、環境性能割の課税標準に関する規定の

整備でございます。 

続きまして、第８１条の４は、環境性能割の税率に関する規定で、

第１号は平成３２年度、燃費基準を達成したもの、第２号は平成２７

年度、燃費基準プラス１０％を達成したもの、第３号は上記以外の車

に対する、規定の整備でございます。 

続きまして、下段の第８１条の５は、環境性能割の徴収の方法に関

する規定の整備でございます。５ページにまいります。 

第８１条の６は環境性能割の申告納付に関する規定で、納税義務者

は、申告書を町長に提出し納付し、納税義務者以外の者は報告書を町

長に提出する規定の整備でございます。 

続きまして、第８１条の７は、環境性能割に係る不申告等に関する

過料に関する規定で、不申告等による過料と過料を徴収する方法の規

定の整備でございます。 

続きまして、第８１条の８は環境性能割の減免に関する規定で、公

益のため直接専用するもの及び身体障害者等が所有する三輪以上の軽

自動車等についての減免規定の整備でございます。 

続きまして、第８２条は、種別割の税率に関する規定、次ページに

まいります。 

第８３条は、種別割の賦課期日及び納期に関する規定、次の第８５

条は、種別割の徴収方法に関する規定、次の第８７条は、種別割に関

する申告又は報告に関する規定、７ページ中段にまいります。 

第８８条は、種別割に係る不申告等に関する過料に関する規定、次

の第８９条は、種別割の減免に関する規定、８ページにまいります。

第９０条は、身体障害者に対する種別割の減免に関する規定、９ペー

ジ下段にまいります。 

第９１条は、原動機付き自転車及び小型特殊自動車の標識の交付等

に関する規定で、いずれも軽自動車税を種別割へとする名称変更と、

引用条項の改正による条文の整備でございます。続きまして、１０ペ
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ージ中段でございます。制定附則の改正でございます。 

附則、第５条は、個人の町民税の所得割の非課税の範囲等に関する

規定で、現行の「控除対象配偶者」を「同一生計配偶者」と名称を変

更するものでございます。続きまして、下段の第１５条の２は、軽自

動車税の環境性能割の賦課徴収の特例に関する規定で、当分の間、北

海道が賦課徴収を行うとする規定の整備でございます。続きまして１

１ページでございます。 

第１５条の３、軽自動車税の環境性能割の非課税・課税免除の特例

に関する規定、次の第１５条の４、軽自動車税の環境性能割の減免の

特例に関する規定、次の第１５条の５、軽自動車税の環境性能割の申

告納付の特例に関する規定は、いずれも当分の間、北海道知事とする

規定の整備でございます。 

続きまして、第１５条の６は軽自動車税の環境性能割に係る徴収 

取扱費の交付に関する規定で、町は、道に徴収取扱費を交付する規定

の整備でございます。事務経費の算出は、北海道から配分された環境

性能割額の５％相当額を町が負担するものでございます。続きまして、

下段から１２ページでございます。 

第１５条の７は軽自動車税の環境性能割の税率の特例に関する規定

で、第８１条の４で定めた税率に対する特例でございます。営業用の

三輪以上の軽自動車については、当分の間、表の右欄の税率に、次の

第２項は、自家用の三輪以上の軽自動車の規定で、第８１条の４第３

号に係る該当車は１００分の２と規定するものでございます。続きま

して、中段からから１４ページでございます。 

第１６条は軽自動車税の種別割の税率の特例に関する規定で、種別

割への名称変更及び引用条項の改正、並びに車種別表の符号の追加、

第２項から第４項を削除し、第５項から第７項を繰り上げるものでご

ざいます。続きまして、１４ページ中段でございます。 

第１６条の２は削除でございます。続きまして、１６ページ、１７

ページでございます。第２条による改正で、町税条例の一部を改正す

る条例の改正について御説明します。平成２６年改正附則、第５条で

ございます。先ほどの附則第１６条の改正に伴う種別割への名称変更

及び車種別表に符号を追加するものでございます。続きまして、１８

ページでございます。 

第３条による改正で、町税条例等の一部を改正する条例の改正につ

いて御説明します。平成２７年度改正附則、第４条でございます。先

ほどの第１９条の改正に伴う所要の規定の整備で、第８１条の６第１

項、環境性能割の申告納付を追加するものでございます。続きまして

１９ページ、改正附則でございます。 

附則、第１条は施行期日を規定するものでございます。 

第２条は町民税に関する経過措置を規定するものでございます。 

第３条は軽自動車税に関する経過措置を規定するものでございま

す。以上で議案第３６号 町税条例等の一部を改正する条例制定につ

いての説明を終了します。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 
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（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３６号 町税条例等の一部を改正する条例制定については、

原案のとおり可決することに、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

●日程１１ 議案第３７号 南幌町特定教育保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制

定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３７号 南幌町特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例制定につきましては、国が定める認定こども園や保

育所などの運営基準の改正に伴い、本案を提案するものです。詳細に

つきましては、保健福祉課長が説明いたしますので、よろしく御審議

賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長 それでは議案第３７号 南幌町特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

について御説明いたします。この条例は、認定こども園や保育所など

の運営基準について国の基準を踏まえて市町村が条例を定めているも

のでございます。別途配布いたしました議案第３７号資料の新旧対照

表にて御説明いたします。左側が改正後の新条例、右側が改正前の旧

条例、アンダーラインの箇所が改正部分です。 

第８条、受給資格等の確認ですが、従来は認定こども園や保育所な

どの施設は、支給認定された子供の保護者が提示する支給認定証によ

って、認定の有効期間や保育必要量などの確認をすることとなってい

ましたが、子ども・子育て支援法施行規則の改正により、これまで市

町村が支給認定証を交付することが必須であったものが、保護者の申

請により交付するものとなりました。そのため当該施設は、必要に応

じて支給認定保護者の提示する支給認定証、もしくは保護者が支給認

定証の交付を受けていない場合には、子ども・子育て支援法施行規則

第７条第２項に基づき、市町村が施設に対して通知する内容により、

支給認定の有無、支給認定子どもの区分、支給認定の有効期間及び保

育必要量等を確かめるとしたものです。 

附則としまして、この条例は、公布の日から施行し、平成２９年４

月１日から適用する。以上で説明を終わらせていただきます。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 
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御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３７号 南幌町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

●日程１２ 議案第３８号 南幌町地域生活支援事業条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。理事者より提案理由

の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３８号 南幌町地域生活支援

事業条例の一部を改正する条例制定につきましては、障害者等の生活

支援に係る対象事業の追加に伴い、本案を提案するものです。詳細に

つきましては、保健福祉課長が説明いたしますので、よろしく御審議

賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長 それでは、議案第３８号 南幌町地域生活支援事業条例の一部を改

正する条例制定について御説明いたします。この条例は、障害者総合

支援法に基づき、町の創意により事業が実施できる地域生活支援事業

について規定しているもので、このたびは地域で生活する障害のある

方やその御家族のニーズを踏まえ事業内容を加えるために改正するも

のでございます。別途配布いたしました議案第３８号資料の新旧対照

表にて御説明いたします。左側が改正後の新条例、右側が改正前の旧

条例、アンダーラインの箇所が改正部分です。 

第２条の事業内容でございますが、第１３号を第１５号とし、第１

２号の次に第１３号、訪問入浴サービス事業、第１４号、巡回支援専

門員整備事業を加える。 

訪問入浴サービス事業は、看護師若しくは准看護師や介護職員らが

居宅を訪問し浴槽を提供して行われる入浴の介護です。このサービス

については、障害者の関節硬縮や不随運動などに対応できる技術や実

績のある事業所が、このたび南幌町でサービスの提供ができる体制整

備のめどがたったことから新たなサービスとして加えることができる

ようになったものです。 

続きまして、巡回支援専門員整備事業ですが、この事業は、臨床発

達心理士などの派遣を受けて、町で実施している早期療育事業におけ

る、子供の発達支援に関わる知識と技術の適切な専門性の確保や、保

護者や関係する保育士、幼稚園教諭などに対する支援を行うものです。 

次に第４条、対象者です。第１項は第２条に事業内容を加えたこと

による文言整理です。 

第４項は、第２条第１項第１３号に定めた訪問入浴サービス事業の
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対象者を、町内に住所を有する在宅の重度身体障害者と規定したもの

です。２ページにうつります。 

第９条、地域生活支援給付では、利用決定に基づきサービスを受け

たときは、そのサービスの費用について地域生活支援給付費として支

給するために訪問入浴サービス事業を規定するものです。 

附則としまして、この条例は、平成２９年７月１日から施行する。

以上で説明を終わらせていただきます。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

１０番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 １点伺います。訪問入浴サービス事業、それから巡回支援専門員整

備事業の両方とも、それと重度身体障害者とするという形なんですけ

れども、今該当する人数は押さえていますか。何人ぐらいいらっしゃ

るのか教えてください。 

議  長 保健福祉課長。 

保健福祉課長 ただいまの御質問にお答えします。訪問入浴サービス事業におきま

しては、身体障害者手帳１級から２級をお持ちの肢体不自由の方を想

定しております。現在のところ、こちらのサービスの規模につきまし

ては、対象者３名ほど把握させていただいております。巡回専門員の

派遣事業につきましては、現在早期療育事業で、個別支援で幼児が２

８名、小学生が２３名、こちらについて専門スタッフが対応しており

ます。そちらで必要な方に対しまして、こちらの巡回で来ていただく

支援事業を使っていただくような形になります。以上です。 

議  長 よろしいですか。 

３番 原田 弘克議員。 

原田議員 この条例改正、この事業をなぜ今ごろかなということでちょっと疑

問に思ったんですが、説明聞いて急遽ニーズが出たことと、そういう

事業者ができたということで理解をいたしました。それで、対象者の

関係は今熊木議員が聞いたんであれですけど、この条例に基づく負担

ですけども、条例上は１割負担というふうになっていますけども、こ

れ入浴については１回あたりは大体幾らぐらい１割負担出るのか。そ

して入浴ですから、月に回数的にもふえるかと思いますけど、その辺

回数的なものと、それから負担が、回数ふえれば高額の分になると思

いますけども、その辺、対応をどうするのかちょっとお伺いしたいと

思います。 

議  長 保健福祉課長。 

保健福祉課長 ただいまの質問にお答えします。費用につきましては、１回当たり、

１割になりますと１，３００円弱というふうに想定しております。た

だし、こちらの負担につきましては、施行規則によりまして高額の基

準を設けておりまして、市町村民税非課税世帯については０円となっ

ております。またこの規則によりまして、本来でしたら所得を判断す

る際の世帯の範囲は、住民基本台帳での世帯が原則となっております

が、住民票で同じ世帯となっていても、税制と医療保険での被扶養者

でなければ、障害のある本人と、その配偶者を別世帯の扱いとするこ

とができるということで、ほとんどの方がこちらのサービス利用につ
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きましては、費用負担がないという現状にございます。あと、訪問入

浴の回数でございますが、非常にこの訪問入浴サービスを提供してい

る業者が少ない現状にあります。当町におきましても、本来でしたら

もう少し早くからこの事業を開始したかったところではございます

が、やっと整備のめどが立ったというところでございます。そこで、

おおむね週１回のサービス提供から始めまして、継続的な利用を重ね

ることによりまして、実績をつくって業者にも対応していただこうと、

そのように考えております。以上で説明を終わらせていただきます。 

議  長 ほかにありませんか。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３８号 南幌町地域生活支援事業条例の一部を改正する条例

制定については、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

●日程１３ 議案第３９号 南幌町ふるさと物産館の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題といたしま

す。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３９号 南幌町ふるさと物産

館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定につきまし

ては、物販スペースの使用料金を設定する必要があるため、本案を提

案するものです。詳細につきましては、産業振興課長が説明いたしま

すので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長 それでは、議案第３９号 南幌町ふるさと物産館の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例制定について、御説明申し上げます。

今回の改正につきましては、昨年度策定したビューロー利活用方針に

基づき、１階交流フロアの一部に町民の方などが期間限定で手芸品や

加工品などを販売できるシェアショップコーナーとして、面積１８．

７㎡の物販スペースを設けることから、その使用料を定める必要があ

るため、条例の一部を改正するものであります。別途配布しました議

案第３９号資料の新旧対照表で御説明させていただきます。表の左が

新条例、右が旧条例で、アンダーラインの部分が改正点でございます。 

別表１（第７条関係）は、ふるさと物産館の施設使用料を定めた一

覧表で、区分の１階、調理室の下に「物販スペース」、１時間の使用料

として「３０円」を新たに追加するものであります。なお、この使用

料の設定につきましては、町の公共施設使用料見直し方針に沿って算

出しておりまして、使用目的が営利・営業目的の場合はこの金額の１
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０割加算、町外の方はさらに１０割加算の使用料となります。 

附則、この条例は、平成２９年７月１日から施行する。以上で、内

容の説明を終わらせていただきます。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

７番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 今回のこのふるさと物産館の物販スペースができたことは大変喜ば

しいことだなと感じています。その中の１階の調理室なんですが、あ

そこの調理室を食堂の厨房が調理室になっているとお聞きしておりま

す。一般町民も一時間７０円で借りることができるっていうことで、

お聞きしてるんですけれども、議長、調理室のことで聞きたいんです

けれどよろしいでしょうか。 

議  長 内容によりますが、どうぞ。 

佐藤議員 それで、ちょっとお聞きしたかったんですけども、いつ使えるんで

すかって聞いたところ、定休日の水曜日と営業時間以外は使えますよ

というお話でございました。それで質問なんですけれども、一般町民

が使う場合ですね、食器類とか調理用具・鍋とか、そういう部分も一

緒に借りられるのかどうかということと、もう１点は調理室を借りた

場合、横にある食堂、椅子とか置いてあるとこですね、あそこも一緒

に借りるとなるとどのような利用料金体系になるのか、この２点お聞

きしたいんですが。 

議  長 産業振興課長。 

産業振興課長 佐藤妙子議員の御質問にお答えいたします。１点目の調理室の一般

の方の使用の関係でございますけれども、電話等で確認していただい

てお答えしたとおりですね、観光協会として調理室の使用について１

年間分使用申請を出しております。ですから、観光協会の軽食コーナ

ーの営業時間以外の使用でありましたら、申請書に基づきまして許可

をして使っていただきたいなというふうに考えております。 

それと２点目の食器等の使用につきましてですが、町のほうからも

食器等も準備しているものがありますので、観光協会のものもござい

ますけれども、その辺は使用者の方と御相談させていただきながら、

使えるものは使って、きちんと洗って戻していただければということ

で、使うような方向で進めていきたいなというふうに考えております。

また、軽食コーナーの椅子・テーブルのスペースでございますけれど

も、あのスペースにつきましては使用料という設定をしておりません

ので、調理室を使用した方が、そこの部分を使って食事をするといっ

た場合は使用料はかからないっていうことで整理しておりますので、

答弁させていただきます。以上です。 

議  長 ７番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 

(再質問) 

今、御説明いただいたんですけれども、調理器具・食器も相談に応

じて貸していただけるっていうことだったんですけれども、ただ私が、

ビューローとかぽろろにある調理室は営業はしておりませんのでね、

自由に勝手に使ってきれいにお返しすればいいんですけれども、ただ

ちょっとネックになるところは一般営業している状況の中でその備品

を使うことによって、衛生面上とか、そういうのがちょっと問題はな
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いのかなっていう思いで感じていたんですが、そこの部分はどのよう

にお考えでしょうか。 

議  長 廃業振興課長。 

産業振興課長 

(再答弁) 

ただいまの調理室の使用の際の衛生上の問題でございますけれど

も、一般の方の使用の想定といいますのは、ちょっとしたあそこを使

って、調理実習とかっていうものは全く想定しておりません。本当に

コーヒーを沸かしたいだとか、料理をするって言いますか、サンドイ

ッチをつくりたいだとかっていうような使用を想定しておりまして、

もっと複雑っていうか、内容的に調理をしてという、料理をつくると

いうことになれば、当然あいくる・ぽろろ等の調理実習室で使用して

いただきたいなというふうに考えております。それと、衛生面のお話

でございますけれども、今はもう観光協会の軽食コーナーのほうでほ

ぼ毎日のように使わせていただいて、衛生管理面もしっかり調理員の

方がやっておられますけれども、一般の方が使われたということにな

るとその辺も含めて、衛生管理を徹底していきたいなというふうに考

えております。以上です。 

議  長 ほかにありませんか。 

１０番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 関連してなんですけれども、先ほどの説明で物販スペース、営利の

場合は１０割加算というお話だったんですけれども、この物販スペー

スで手工芸品とかそういうものを販売したときには、営利と見なされ

て１０割加算ということですか。 

議  長 産業振興課長。 

産業振興課長 熊木議員の御質問にお答えいたします。金額を伴うような販売行為

の場合は全て営利というふうに捉えさせていただきますので、手芸品

を有料で少額でも１００円・２００円というような、単価を設定して

販売したっていう場合は、営利ということで１０割加算の使用料をい

ただくということになります。以上です。 

議  長 １０番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 

(再質問) 

ということは、この物販スペースに、営利以外で利用するっていう

のはどういうことを想定しているんですか。展示だけとかっていうこ

とですか、そこちょっとお答えください。 

議  長 産業振興課長。 

産業振興課長 

(再答弁) 

ただいまの質問にお答えいたします。この条例を制定するに当たり、

熊木議員がおっしゃったように営利以外の使用って何だろうというこ

とで、内部で議論させていただいた経緯がございます。ほとんど営利

の使用になるかと思いますけれども、考えられますのは、どうしても

不要品が発生してしまった町民の方が、でも違うものが欲しいってい

うような物々交換だとかで使いたいという場合は、営利に当たらない

んじゃないかっていうようなことで想定してまして、ほぼ営利での使

用になるかっていうふうに我々としては考えております。あと、めぐ

み学園さん等でですね、あそこを使ってっていった場合は当然免除に

なりますので、０円ということになるもんですから、この３０円の設

定での使用というのは、本当に限られた、金銭の伴わないような販売
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行為っていいますか、使用方法の場合は３０円の設定ということにな

ると思います。以上です。 

議  長 １０番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 

(再々質問) 

今お答えいただいたんですけれども、そこをこの条例が可決された

として、やはり町民にわかりやすく、そこのところは示さないとだめ

かなと思うんですよね。物産館を利用するということでは、物産館が

リニューアルしてってことで新聞記事にも掲載されましたし、やはり

期待している町民も多いかと思うんです。それで、３０円だったらち

ょっとつくったものを置いて、１日５時間やっても１５０円の使用料

で済むけれども、３００円というふうになると、やはり５時間やった

ら、その１０倍ですから、というふうになると、なかなか利用する人

が広がっていかないんじゃないかなっていうふうに懸念されるので、

その辺はやっぱり例えばっていう形でどういうような使い方っていう

ことはきちっと説明する必要があると思うので、そこのところはぜひ

お願いしたいと思います。 

議  長 産業振興課長。 

産業振興課長 

(再々答弁) 

ただいまの熊木議員の御質問でございますけれども、まず１０割加

算というのは、１０倍じゃなくて、ただ単に３０円プラス３０円です

ので、営利の場合は１時間６０円ということになります。ですから、

９時から５時で使用された場合に１日４８０円の使用料ということに

なります。 

それと町民の方への周知なんですけれども、既に６月の広報等で第

１弾をお知らせしてますし、７月の広報においては、その使用料も含

めて、本日議決をいただいたという想定で７月の広報で１時間当たり

営利を目的とした場合は幾らですよっていうことで、町民の方に広く

周知してまいりたいというふうに考えてます。以上です。 

議  長 よろしいですか。ほかにありませんか。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３９号 南幌町ふるさと物産館の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに御異

議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

山下農業委員会長の退席を求めます。 

暫時休憩いたします。 

（午前１１時４４分） 

（午前１１時４５分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 
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●日程１４ 議案第４０号 農業委員会委員の任命についてを議題

といたします。 

局長をして朗読いたさせます。 

局  長 （朗読する。） 

議  長 理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第４０号 南幌町農業委員会委

員の任命につきましては、農業委員会等に関する法律の改正により、

公選制から町長が議会の同意を得て任命することになったもので、現

農業委員の任期満了に伴い、地域や団体からの推薦などを経た候補者

の評価を行う南幌町農業委員候補者評価委員会の結果を踏まえ、１２

名を任命いたしたく、議会の同意を求めるものです。御同意賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

議  長 お諮りいたします。本案につきましては人事案件でございます。こ

の際質疑討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、御異議あり

ませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第４０号 農業委員会委員の任命については、原案のとおり同

意することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり、同意すること

に決定をいたしました。 

山下農業委員会長の着席を求めます。 

暫時休憩いたします。 

（午前１１時４９分） 

（午前１１時５０分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

●日程１５ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについてを議題といたします。 

局長をして朗読いたさせます。 

局  長 （朗読する。） 

議  長 理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました諮問第１号 人権擁護委員の推薦に

つき意見を求めることにつきましては、現人権擁護委員であります岩

井 淳一氏が任期満了となるため、岩井 淳一氏の再任を諮問いたし

たく、本案を提案するものです。御同意賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

議  長 お諮りいたします。本案につきましては人事案件でございます。こ

の際質疑討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが御異議ありま

せんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

は、原案のとおり推薦することに異議なしとして答申することにいた
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したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり推薦することに

異議なしとして答申することに決定をいたしました。 

場内時計で１時３０分まで休憩いたします。 

 （午前１１時５２分） 

（午後 １時３０分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

●日程１６ 報告第３号 平成２８年度南幌町一般会計繰越明許費

繰越計算書についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました報告第３号 平成２８年度南幌町一

般会計繰越明許費繰越計算書につきましては、地方自治法施行令第１

４６条第２項の規定により、報告するものです。詳細につきましては、

総務課長が説明いたしますので、よろしく御審議賜りますようお願い

申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 それでは、報告第３号 平成２８年度南幌町一般会計繰越明許費繰

越計算書について、御説明します。次ページをごらん願います。今回、

御報告する繰越明許費につきましては、３月議会定例会において議決

をいただいているものです。内容としましては、２款総務費３項戸籍

住民基本台帳費、個人番号カード交付事業（戸籍等窓口事務事業）は、

翌年度繰越額６２万７，０００円、個人番号カードの交付事務に係る

国からの負担金で、繰越額は全額を地方公共団体情報システム機構に

支出するものです。 

次に、５款農林水産業費１項農業費、農業経営高度化促進事業、翌

年度繰越額６６２万３，０００円、国の２次補正による鶴沼及び三重

地区に係るパワーアップ事業分です。いずれの事業につきましても、

平成２８年度内に執行することができなかったため、翌年度に繰り越

すものです。以上で、報告第３号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

報告第３号 平成２８年度南幌町一般会計繰越明許費繰越計算書に

ついては報告済みといたします。 

●日程１７ 発議第１０号 議員の派遣承認についてを議題といた

します。 

局長をして朗読いたさせます。 

局  長 （朗読する。） 

議  長 議員の派遣承認につきましては、ただいま局長朗読のとおりでござ

います。原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに

決定いたしました。 
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●日程１８ 発議第１１号 議員の派遣承認についてを議題といた

します。 

局長をして朗読いたさせます。 

局  長 （朗読する。） 

議  長 議員の派遣承認につきましてはただいま局長朗読のとおりでござい

ます。原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに

決定いたしました。 

●日程１９ 発議第１２号 総務常任委員会、産業経済常任委員会、

議会運営委員会所管事務調査についてを議題といたします。 

３委員会の所管事務調査につきましては、定例会ごとの承認案件で

ございます。 

提案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに

決定いたしました。 

追加日程１ 議案第４１号 １議案を日程に追加し議題としたいと

思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。 

よって追加日程１議案第４１号の一議案を追加いたします。 

●追加日程１ 議案第４１号 財産の取得について（給食センター

備品購入）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第４１号 財産の取得につきま

しては、食器消毒保管庫の取得にあたり、昨日入札を執行したところ

です。詳細につきましては、生涯学習課長が説明いたしますので、よ

ろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。生涯学習課長。 

生涯学習課長 それでは、議案第４１号 財産の取得について御説明申し上げます。

はじめに、この財産の取得方法について御説明いたします。取得にあ

たりましては、道内の市町村が出資する北海道市町村備荒資金組合が

行う防災資機材の譲渡事業によるもので、この備荒資金組合が本町に

かわって業者から財産を購入し、その後、備荒資金組合が本町に財産

を譲渡する方式であります。なお、この事業の執行にあたっての業者

の選定から契約の事務、納品等の一連の事務については、備荒資金組

合から本町に事務委任されており、本町において進めております。続

いて議案書をごらん願います。 

１取得の目的、南幌町立学校給食センタ－用備品。２取得する財産、

名称、食器消毒保管庫、数量３台。３取得の方法、北海道市町村備荒

資金組合防災資機材譲渡事業に基づく譲渡。なお、本取得においては、

当初予算にて債務負担行為として計上しているものです。４取得金額、

１，５６６万円（内消費税及び地方消費税の額１１６万円）。本件に
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ついては６月１４日、指名業者５社により入札を執行したものです。

なお、落札率は９６．６％です。５取得の相手方、札幌市中央区北４

条西６丁目、北海道市町村備荒資金組合、組合長 棚野 孝夫。６北

海道市町村備荒資金組合の契約の相手方、札幌市豊平区美園２条６丁

目３番１４号、日本調理機株式会社北海道支店、支店長 松葉 浩文。

参考、納期、契約締結日より平成２９年８月３１日まで。以上で議案

４１号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

３番 原田 弘克議員。 

原田議員 債務負担行為で当初予算で組んでた、それで入札の関係、僕は予特

の時には、この話はちょっとなかったと思うんだけど、この備考資金

組合がこの譲渡事業ををやる中で、通常町でやっている一般競争入札、

それとメリットがどうあるのか。この備荒資金組合の事業を使うこと

によって一般競争入札との違い、わかりやすくもし説明できるんであ

ればお願いしたいと思います。 

議  長 総務課長。 

総務課長 ただいまの御質問でございますけども、一般競争入札、これについ

ては、本町が委任を受けて行うものですから、今まで執行している入

札と変わりはございません。 

メリットでございますけども、備荒資金組合では、資金運用として、

一般的な備品で電算機器類の工事について、この事業が活用されてご

ざいます。それでメリットとしましては、備荒資金組合の事業を活用

した場合と、それと当町が、例えば５年リースで物を導入した場合の

行政が一般的に利用する一般リースと比べた場合、その縮減効果とし

て、８％から１０％程度を見込んでございます。そういうことから、

その縮減効果と、財政運営の平準化が図られるであろうということを

メリットとして、今回この備荒資金組合の譲渡事業を活用するという

ものでございます。 

議  長 ほかにありませんか。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきまして、この際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第４１号 財産の取得について（給食センター備品購入）は、

原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

以上で、本定例会に提案されました全ての議案審議が終了いたしま

した。ただいまをもって閉会したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本定例会はただいまをもって閉会と



 ３３ 

いたします。 

御苦労様でした。 

（午後 １時４１分） 
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